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 橿原市では、景観計画等を活用した総合的な景観づくりに取り組んでいるが、それらの情報

発信の取り組みは、これまで不十分であった。本稿では、現在担当課で実施している啓発事業

のうち、主に「かしはら景観パネル展」について、直近３ヵ年における改善の過程を辿りなが

ら、得られた知見について述べる。あわせて、その他の啓発事業についても紹介する。いずれ

の事業も、特別な予算や技術がなくとも導入が可能で、かつ効果もあげられており、事業一般

の情報発信に、特にその初期段階において、応用できるものといえる。 
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1.はじめに 

 

 橿原市は、奈良県のほぼ中央にあり、東西７．５ｋｍ、

南北８．３ｋｍの全体的に平坦な広がりの中に、万葉の

時代を偲ばせる大和三山（耳成山・畝傍山・香久山）や

藤原宮跡をはじめ、豊かな歴史と自然を持ちながら、戦

後の発展とともに市街地も拡大してきた（図‐１）。 

 景観づくりの取り組みでは、昭和から始まる古都風致

制度等の活用に加え、総合的な景観形成の施策を展開し

ていくため、平成１４年には橿原市景観形成ガイドプラ

ンを策定し、平成１９年には景観法に基づく橿原市景観 

 

計画を施行、平成２４年にはこれを改正するとともに、

橿原市屋外広告物条例を施行した。主な施策として、事

前協議を経ての届出や許可申請による行為規制のほか、

景観重要樹木の指定と活用、景観まちづくり市民団体の

認定と助成などを展開しており、一定の成果が得られて

いる（図‐２）。 

 一方で、課題も出てきている。より地域性を反映させ

る行為規制の手法の検討や、地域の景観づくりを担う人

材の発掘と支援などは、その一例であり、今後これらに

取り組むには、市民の理解と協力は欠かせない。

 

 

図-1 橿原市の全景 
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図-2 景観重要樹木「今井町蘇武橋のエノキ」 

景観まちづくり市民団体による管理と活用が行われ、 

その存在は、周辺の町屋利用にも影響を与えている。 

 

 しかし、一般の市民において、景観づくりの諸制度の

認知度や、景観という概念に触れる機会は、まだまだ不

十分であると考えられる。例えば、平成２０年度に実施

した屋外広告物市内実態調査での、許可が必要な物件の

未申請率８０％という数字は、規制の認知度の低さを示

している。また、平成２３年度に景観計画の改正等の機

会に実施したシンポジウムでも、会場でのアンケートか

ら、情報発信の不足を指摘する声が複数あった。このよ

うな状況から、市民参加の土壌づくりとして、啓発事業

を実施していくことが求められていた。 

 

 現在実施している複数の啓発事業のうち、最初に導入

したのが「かしはら景観パネル展」である。展示を中心

としたよくある手法だが、徐々に工夫を重ね、平成２９

年度には来場者数が大幅に増える等、啓発を進める上で

大きな効果が得られた。以下に、その過程を辿りたい。 

 

2.かしはら景観パネル展 

 

(1) 当初の状況と課題 

a) 単独イベントへの移行 

 景観計画の改正等を進めていた平成２３年度より、市

が主催するイベント会場の一部で、小規模なパネル展は

行われていた。しかし、平成２６年度からイベントの開

催が見送られたことから、別に会場を探し、単独のイベ

ントとして継続することになった。新たな会場の選定に

あたっては、主に以下の点を考慮した。 

①予算の用意がないため無料で使用できること 

②幅広い世代への訴求効果が期待できること 

 これらを踏まえ、会場としては、図書館・科学館・イ

ベントホール・レストラン等がある市有施設のかしはら

万葉ホールを採用し、来場者が必ず通過する、１階多目

的ロビーにて行うこととなった。 

b) 第１回の実施結果 

 第１回パネル展は、平成２７年度冬期の３週間にわた

り開催し、以前よりパネルを増やして、市の景観づくり

を広く紹介する展示内容とした（図－３）。 

 また、会場には、人員を配置する代わりにアンケート

を置くことで、来場者の動向を測定することとした。 

 しかし、アンケートの回収は１３件と少なく、回答者

もすべて４０～６０代だったため、十分に効果を測定で

きず、若年層への訴求効果にも疑問が残った。回答では、

担当者が不在で質問ができない、内容がかたくつまらな

いなど、厳しい意見が目立った（表－１）。 

 

 
図-3 第１回パネル展の会場 

 

表-1 第１回のアンケート設問と代表的な回答 

Q1 来場の動機 

⇒「ふらっと立ち寄った」が最多 

Q2 内容の満足度(満足・普通・不満) 

⇒「普通」が最多 

Q3 印象に残ったパネル 

Q4 市内でお気に入りの景観 

Q5 年齢層 

⇒40代以上が大半を占める 

Q6 景観に対して一言（自由記述欄） 

⇒運営体制や展示内容への指摘あり 

 

c) 第２回の実施結果 

 第１回の反省を踏まえ、平成２８年度は、以下のよう

な見直しを実施した。 

①期間：施設の特性に鑑みて、より若年層の集まる夏

期（夏休み）に移行、８月下旬の２週間とする。 

②人員：午前午後の２時間ずつ交代制で１名を配置し、

来場者数調査も実施する。 

③内容：クイズ等の取り付きやすい展示を追加して、

年代に係らず楽しめるようにする。 

 結果として、アンケート回収２８件、来場者１３１人

と、数値的にはやや向上した。 

 しかし、アンケートの設問ごとの回答を見ると、全体

的な傾向は、前回と大きく変わらなかった。また、運営

体制や展示内容にも、前回と同様の指摘が散見され、来年

度には、さらなる改善が必要とされていた。 
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(2) 改善に向けた検討 

 第３回の開催に向けて、過去２回のアンケート結果や

担当者の実感を踏まえ、イベントを構成する各要素につ

いて、以下のとおり検討を行った。 

a) 期間の設定 

 前回と同じく夏期が望ましいと判断したが、お盆期間

を含み、より親子連れや家族連れでの来場者が増えると

思われる、８月中旬の２週間に設定した。 

b) 周知の手段 

 これまでの広報誌、ＨＰ、庁内での周知に加え、広く

市有施設にポスターの掲示等を依頼することとした。 

 また、アンケート結果が示すとおり、会場で初めて展

示を知る方も多いと見られることから、開催期間中は会 

場周辺での呼び込みも重視することとした。 

c) 人員の配置 

 時間を限定しての配置から、交代制で１名を常駐する

こととした。係の人数は３人と少なく、その他の業務へ

の影響も懸念されたが、アンケート結果にもあったよう

に、来場者と直接コミュニケーションをとれるせっかく

の機会を優先した形である。 

d) パネル展の内容 

 各パネルについては、レイアウトの統一、文字を減ら

し図表を増やす調整など、読むのが苦にならず、要点を

平易に理解できるような内容に一新した。 

 また、これまでのアンケート結果から、高齢層の来場

者はすでに確保できているが、若年層が伸び悩むことに

ついて、足りない要素を以下のとおり整理した。 

①子供の興味を惹くような楽しげな要素 

②子供と一緒でも快適に閲覧できる環境 

③親子・家族の記憶に残るような仕掛け 

 これらへの対応として、まず土日に橿原市の観光ＰＲ

キャラクターである「さららちゃん」の着ぐるみを登場

させ、風船の配布や記念撮影を行うこととした。 

 また、会場にクラフト製作コーナーとして、折り紙や

切り紙により、四季の樹木をイメージしてあらかじめ用

意した台紙を飾りつけ、子供たちの手でひとつの作品に

作り上げることを計画した。これは、子供たちには体験

を通して樹木のある景観に親しんでもらおうという狙い

と、製作に取り組む間は子が親の手を離れ、大人には展

示を見学してもらおうという狙いを持っていた。 

 その他にもいくつかの工夫を加え、第３回となるかし

はら景観パネル展は、いよいよ開催の日を迎えることと

なった（図－４） 

 

(3) 第３回の開催状況 

 初日の開場後は、積極的に周辺で呼び込みを行い、親

子連れの来場があれば、早速クラフト製作コーナーを紹

介した。すると、思いのほか興味を示してくれる来場者

が多く、狙いどおり、子供には体験を、親には製作の手

伝いや、展示の見学を楽しんでもらうことができた。 

 

図-4 設営直後の第３回パネル展の会場 

中央にまだ台紙の状態の四季の樹木クラフトがある。 

 

 楽しそうな雰囲気は、自然と人を惹き付けるらしく、

その後はクラフト製作コーナーに滞在者があると、興味

を持って人がやってくるという好循環となった。この傾

向は、日に日に勢いを増し、ついに１人ではコーナーの

監督と展示の説明に手が回らなくなり、途中からは配置

人員を２名に増員するなど、嬉しい誤算もあった。 

 また、土日のさららちゃん登場では、来場者に風船の

プレゼントや記念撮影を楽しんでいただき、土曜日の来

場者数は、期間中最多の１３５名を記録した。 

 全体を通して、好評のうちにパネル展を終えることが

でき、アンケート回収１２７件、来場者７６４名と、そ

れぞれ前年度比で４．５３倍と５．８３倍の結果となり、

効果が大きく向上した（図－５）。 

 

 
 

 
図-5 賑わう会場の様子 
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(4) 結果の考察と展望 

 第３回でのアンケートは、すでに表－１に掲げた設問

に、クラフト製作コーナーに対する評価を尋ねる設問を

追加して実施した。設問ごとの回答の分析から、今回の

結果を考察したい（図－６）。 

a) 来場の動機 

 来場の動機では、「ふらっと立ち寄った」が８９％と

最多で、これは前回までと同じ結果であった。 

 予想していたとおり、パネル展自体を目的に来場され

る方は非常に少なく、特殊な催事が伴わない限り、この

傾向は変わらないと予想する。このため、人が多く集ま

る会場や時期を選定し、実施することが重要である。 

b) 満足度 

 満足度では、「満足」が６４％と最多で、前回まで最

多だった「普通」は３３％だった。 

 評価の理由を見ると、展示の見やすさを評価する声が

増え、クラフト製作コーナーについても、親子で楽しめ

た、手が離せて展示を見学できた等、評価する声が多く

聞かれた。 

 一方で、展示については、さらなる改善を求める声も

あった。前述のとおり、来場者の多くがあらかじめ関心

を持ち来場しする訳ではないことを踏まえると、面白く

かつわかりやすい構成とする重要さを再認識した。 

 また、クラフト製作コーナーについては、夏休みの宿

題として実施してはどうかとの意見があった。次世代の

育成という観点からも、学校教育との連携は効果が期待

できるものであり、今後積極的に検討したい。 

c) 年代 

 年代では、４０代が３０％と最多で、次いで３０代が

２６％、６０代が１８％と続いた。来場者には、親子連

れや家族連れが多く、親と祖父母の年代がそれぞれ反映

されていると考えられる。このように、幅広い年代を呼

び込むことに成功した要因は、体験型のクラフト製作コ

ーナーによるところが大きいだろう。 

 また、小学生でアンケートに回答してくれた子もいた

が、多くはクラフト製作に夢中になり、展示自体はあま

り見てもらえていない。次世代を担う子供たちに、景観

という概念に触れてもらうためにも、今後は展示や体験

の内容に、さらなる工夫が必要である。 

d) お気に入りの景観・景観に対して一言 

 お気に入りの景観の有無を尋ねる設問では、ある（具

体的な場所も併記）が５９％で、ない、無記入がそれぞ

れ２１％、２０％だった。 

 約６割の方が、何らかの景観に愛着を持っており、橿

原市を代表する名所旧跡から、身近な場所に到るまで、

思い思いの回答をいただけた。 

 一方で、特にお気に入りの景観のないという方も、約

４割おられた。決して小さい数字ではないため、今後も

積極的に情報発信を行うとともに、具体的な景観づくり

の取り組みを推進することが必要である。 

 
 

 
 

 
 

 
図-6 設問ごとの回答の分布 

 

 また、自由記述式の「景観に対して一言」では、橿原

市の景観を愛する声や、その将来を憂える声、パネル展

についての意見や、具体的なアイデアの提示など、様々

な意見が集まり、市の様々な景観づくりの取り組みを初

めて知ったという感想も見られた。 

広報誌 

2% 

HP･SNS 

4% 

市役所の 

掲示 

5% 
ふらっと 

立ち寄った 

89% 

a)来場の動機 

満足 

64% 

普通 

33% 

不満 

0% 

無記入 

3% 

b)内容の満足度 

20歳未満 

5% 20代 

2% 

30代 

26% 

40代 

30% 

50代 

8% 

60代 

18% 

70代 

9% 

80歳以上 

2% 

c)年代 

ある 

59% 

ない 

21% 

無記入 

20% 

d)お気に入りの景観の有無 

一般部門（活力）：No.14

4



(5) パネル展に関するまとめ 

 第３回のパネル展では、来場者等の数値的成果も改善

したが、アンケートの「お気に入りの景観」や「景観に

対して一言」の回答が示すように、普段は何気なく眺め、

ぼんやりと感想を抱いている「景観」ということについ

て、改めて考えたり、思いを馳せたりする機会とできた

ことが、何よりの成果であったと思う。 

 パネル展では、単に展示内容の充実だけでなく、体験

型の要素や、来場者とのコミュニケーションの機会を取

り入れることで、その効果を大きく向上させられること

が、今回の結果から示された。 

 また、今回の例では、予算的には消耗品等に数万円を

要したのみで、技術的にも創意工夫によるところが大き

く、高度な作業は伴わなかった。このことから、様々な

事業について応用可能なものであるともいえよう。 

 

 なお、完成した四季の樹木クラフトについては、その

後に市役所の本庁舎や、後述するフォトコンテストの表

彰式会場でも展示を行い、パネル展のＰＲに活用をさせ

ていただいた（図－７）。 

 

 

3.その他の啓発事業 

 

 かしはら景観パネル展のほか、実施している啓発事業

についても、簡単に紹介する。これらは、相互に連携さ

せることで、相乗効果も狙うものである。 

 

(1) Ｆａｃｅｂｏｏｋを用いた情報発信 

 橿原市では、全庁的にＳＮＳ導入の動きがあり、平成

２８年度には、市の公式Ｆａｃｅｂｏｏｋページを開設

した。平成２９年度より、緑地景観課でも記事の投稿を

開始している。 

 すでに一般的に指摘されているとおり、ＨＰが受動的

な手段であるのに対し、ＳＮＳは能動的な情報発信がで

きることが特徴で、即時性にも優れている。また、基本

使用料が無料であることも、大きな利点である。 

 当課では、現在・過去の事業について、定期的な投稿

を行い、ＨＰへの誘導もあわせて行うことで、パネル展

等のイベント期間中でなくとも、興味を抱いた閲覧者が

情報にアクセスできるよう心がけている。 

 

(2) かしはら景観フォトコンテスト 

 景観をテーマとしたフォトコンテストは、景観計画の

改正等を進めていた平成２３年度に創設した。 

 第３回となる平成２９年度のコンテストでは、橿原商

工会議所と（一社）橿原市観光協会の協力を得て、表彰

式等のスタッフも職員を充てることで、費用を抑えて実

施することができた。また、Ｆａｃｅｂｏｏｋを活用し

た応募部門を設けたり、作品展とともにパネル展を同時 

 

図-7 完成したクラフトの展示(市役所本庁舎) 

 

図-8 コンテスト最優秀賞「悠久の町並」(今井町) 

 

開催したりと、各事業を組み合わせて効果を上げること

も狙った。諸条件は異なるものの、作品展への来場者は、

パネル展を上回る１，００５名を記録した。 

 全１６点の入賞作品は、無償での使用権を市が有する

こととし、市が発行する様々な媒体への活用を予定して

いる（図－８）。 

 

 

4.おわりに 

 

 本稿では、主にかしはら景観パネル展の改善の過程を

追うことで、パネル展という手法を効果的に実施する方

法について見てきた。 

 また、ほかの啓発事業の例と、組み合わせて実施する

ことで、相乗効果を狙おうとするについても触れた。 

 

 橿原市景観条例の前文は、「景観は目に見える姿であ

り、住む者の心を映し出す。」という一節で始まる。パ

ネル展では、多くの方の橿原市を愛する気持ちに触れる

ことができた。今後も啓発事業を継続しながら、実際の

景観づくりの活動へと繋げていきたいと思う。 
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